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五
月
十
三
日
、
玉
川
地

域
の
下
村
サ
ロ
ン
会
員
と

中
仙
戸
サ
ロ
ン
会
員
、
あ

わ
せ
て
十
五
人
が
玉
川
町

の
下
村
集
会
所
に
集
ま

り
、
合
同
サ
ロ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
本
市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
も
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
全
般
の
概
要
説

明
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
「
特
に
高

齢
者
の
多
い
地
域
な
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
減

少
等
不
安
は
あ
る
が
、
住

民
同
士
の
絆
を
深
め
、
み

ん
な
笑
顔
で
こ
の
サ
ロ
ン

活
動
を
長
く
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

五
月
十
九
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
会

員
八
人
が
集
ま
り
、
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
人

形
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
人
形
作
り
は
初
め
て
に
も
か
か
わ
ら

ず
な
か
な
か
の
出
来
栄
え
で
、
と
て
も
す
ば
ら
し

い
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。そ
の
後
、で
き
上
が
っ

た
人
形
を
観
賞
し
な
が
ら
、
楽
し
く
昼
食
を
と
り

ま
し
た
。

　

む
つ
み
会
で
は
、
食
事
会
や
茶
話
会
等
を
通
じ

て
心
配
ご
と
や
介
護
の
話
等
、
み
ん
な
で
楽
し
く

話
す
こ
と
に
よ
っ
て
『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
』
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
三
日
、
栄
町
の
ま
ち
か
ど
広
場
に
会
員
十
一
人
が

集
ま
り
、
サ
ロ
ン
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

毎
回
、
会
員
達
の
趣
味
を
持
ち
寄
り
、
サ
ロ
ン
活
動
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、〝
母
の
日
〟
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ち
ぎ

り
絵
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作

り
ま
し
た
。

　

お
互
い
助
け
あ
い
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
制
作
し
ま

し
た
が
、
終
始
笑
顔
と
笑
い
声

が
絶
え
な
い
活
動
と
な
り
、
全

員
が
色
鮮
や
か
な
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

町
内
会
の
高
齢
者
世
帯
の
方
や
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
等
に
積
極
的
な
呼
び
か
け
や
声

掛
け
を
行
い
、
一
緒
に
茶
話
会
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
サ
ロ
ン
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
や
障
害
者
の
閉
じ
こ
も
り
や
引
き
こ
も
り

を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
」
を
目
的
に
こ
の
サ
ロ
ン
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

高　梁  鍛冶町一区 むつみ会

高 梁  ＜合同開催＞ 玉川町

下村サロン・中仙戸サロン
高　梁  さくらんぼサロン

21 年度　むつみ会活動実績

21 年度 下村サロン活動実績 21 年度 中仙戸サロン活動実績

… 4 月…花見の会
… 5 月…日帰りピクニック
… 7 月…茶話会
… 9 月…敬老会（歌、ゲーム等）
…12 月…忘年会
… 3 月…ひな祭り

… 4 月…福祉サービスについての講話
… 5 月…ふれあい交流会
… 6 月…座談会
… 9 月…調理実習
…10 月…健康管理についての講話
…12 月…寄せ植え体験
… 2 月…反省会と新年度の計画作成

… 4 月…高齢者の地域生活について
… 5 月…ふれあい交流会
… 6 月…代みて会
… 9 月…敬老会
…10 月…健康管理についての講話
…12 月…座談会
… 2 月…反省会と新年度の計画作成

楽しく作品制作しています

い
笑顔 きい

き

い
笑顔 きい

き
今
年
度
も
積
極
的
に
支
援
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

2010
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五
月
十
九
日
、
成
羽
町
中
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
に
、
会
員
十
四
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
高
梁
市
役
所
の
歯
科
衛
生
士

と
運
動
指
導
員
を
講
師
に
招
き
、『
口
腔
機

能
と
全
身
の
健
康
』
の
講
話
と
腰
痛
体
操
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
口
腔
内
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
、
有
害

な
細
菌
を
減
ら
し
、
肺
炎
な
ど
の
病
気
予
防

に
も
つ
な
が
る
」
等
の
講
話
に
、
会
員
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
歯
磨
き
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
腰
痛
体
操
で
は
、
家
で
も
簡
単
に
行
え
る
体
操
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
「
入
れ
歯
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
歯
槽
膿

漏
や
口
臭
の
予
防
に
な
る
の
で
、
食
後
の
歯
磨
き
や
う
が
い
な
ど
の
口

腔
ケ
ア
が
大
切
だ
と
わ
か
り
良
か
っ

た
」
や
「
腰
痛
体
操
は
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
お
風
呂
上
り
が
効
果
的
と

い
う
こ
と
な
の
で
、

実
践
し
て
み
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
委

員
を
通
じ
て
賛
助
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賛
助
会
員
会
費
は
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
等

の
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
く
う
え

で
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
会
員
制
度
の
趣
旨
に
ご
理
解

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
賛
助
会
員
加
入
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
の
予
防

の
た
め
、
地
域
の
方
が
一
人
で
も

多
く
こ
の
サ
ロ
ン
の
行
事
に
楽
し

く
参
加
で
き
る
よ
う
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

代表者
大福啓子さん

　本年度から、高梁市社会
福祉協議会法人会費及び岡
山県共同募金会高梁市支会
への法人募金にご協力いた
だいた法人の名称を、広報
紙に掲載させていただき、
市民皆様に報告いたしま
す。

○普通会員
　高梁市民	 １口	1,000円
○法人会員
　市内の法人（事業所を含む）
	 １口	3,000円
○ふるさと会員
　市外居住者	 １口	3,000円
○特別会員
　特別な協力者	 １口	5,000円

平
成
二
十
二
年
度
会
費
の

お
願
い
に
つ
い
て

お知らせ 賛 助 会 員

成 羽  生き活き会

21 年度　生き活き会活動実績

… 5 月…歯の健康についての講話
… 8 月…健康体操
… 9 月…移動研修会、長寿まつり
…10 月…ふれあい運動会、講演会
…11 月…研修会
…12 月…食生活についての講話
… 1 月…消費生活・交通安全についての寸劇
… 3 月…料理教室

みんなで楽しく腰痛体操を行いました

歯科衛生士による講話

サ

ンの 場広
ロ

サ

ンの 場広
ロ

Ａプラン……280円 
Ｂプラン……420円 
　天災危険補償タイプもあります。 
　　　　　　　　　H22.4より改訂 

掛
　
金
 

お問合せやご相談は・・・ 

高梁市社会福祉協議会 

 

本　　所☎22-7243　有漢支所☎57-3218
成羽支所☎42-2005　川上支所☎48-9770
備中支所☎42-3131　まで   

安心を 
支えます 

活動場所と自宅
との往復途上の
事故も補償

ケガのための
入院を

事故の日から
180日まで補償

ボランティア自身の
食中毒・熱中症
特定感染症もOK 天災タイプでは

地震・噴火・津波
によるけがもOK

シルバー会員募集中！

〈お問合せ先〉…・高梁本所　☎22-7243　・有漢支所　☎57-3218
	 ・成羽支所　☎42-2005　・川上支所　☎48-9770
	 ・備中支所　☎45-3131

☆お気軽にご相談ください！

あなたの豊かな知識と経験を社会のために、誰かのため
に活かしてください！

シルバー人材センターはみなさんの今日ま

で培ってきた豊かな知識・経験・技術を活か

して地域のために役立てようとするものです。

①「働くことで生きがいを見出したい」

②「仕事を通じて仲間づくりをしたい」

③「働きながら、今後も社会参加したい」

④「何らかの収入を得たい」

と思われている方、シルバー人材センター

はそんな皆さんのお手伝いをさせていただ

きます。

◯あなたの能力を活かしてみませんか。

◯あなたの健康づくり、生きがいづくりに

シルバーやって
みようかのう。

そうねえ。
やりましょうか。

　今月号の表紙の背景と P4及び P12 の紙面に掲載の色鮮やかな紫
陽花の写真は、現在評議員として活躍されている江田睦雄さん（有漢
町）から提供していただき、季節を感じる広報紙が出来ました。
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平
成
22
年
5
月
26
日
に
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
開
催
し
、

平
成
21
年
度
事
業
報
告
及
び
一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
な
ど
が

理
事
会
で
認
定
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計

❶介護保険事業

247,259千円

介護保険収入

215,996千円

❹地域福祉推進事業

19,004千円

　　❷在宅福祉
サービス事業

102,612千円

　　❸法人運営
84,272千円

経常経費

補助金

収入

91,806
　　　千円

受託金収入

89,798千円

その他収入

40,741
  千円

決算額

489,481
千円

❺共同募金配分金事業

6,771千円

❻福祉サービス
　利用援護事業

4,942千円

事業収入 22,229千円

共同募金

配分金収入

6,542千円

❼その他事業

歳出

歳入

7,115千円
（1.5％）

（1.3％）

（4.0％）

（1.4％）

寄附金収入

13,831千円

会費収入

8,538千円（1.8％）

（1.1％）

52.4％

44.1％

21
.7

％

17.9％

18.4％
18
.8
％

4.5％

2.8％

8.3％

決算額

471,975
千円

※当期の収支差額は17,506千円。
※歳入の会費収入の内訳は
　社協賛助会員会費
　収入8,060千円及び
　福祉移送サービス
　会員会費収入478千円です。

平
成
21
年
度 

事
業
報
告
・
決
算

「
地
域
福
祉
の
向
上
」を
目
標
に
活
動
し
ま
し
た
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❼その他事業

決算額 7,115千円

２つの特別会計

❻福祉サービス利用援護
事業

決算額 4,942千円

❺共同募金配分金事業

決算額 6,771千円

❹地域福祉推進事業

決算額 19,004千円

❷在宅福祉サービス事業

決算額 102,612千円

❸法人運営

決算額 84,272千円

❶介護保険事業

決算額 247,259千円

一
般
会
計
の
歳
出
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
福

祉
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
笑
顔

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
実
施
し
た
主
な
事
業
の
説
明
を
し
ま
す
。

歳
出
の
説
明

・	企画広報事業
	 	 2,295千円
・	地域福祉活動基金　
	 	 623千円
・	ボランティアセンター
	 活動事業	 1,805千円
・	資金貸付事業
	 	 211千円
・	保健センター事業
	 	 	2,181千円

　認知症等によって、金銭管
理や福祉サービスの利用手続
きなどに不安のある方の自立
生活を支援しました。

一般募金配分金事業
　354万円の赤い羽根共同募
金の配分と一般財源26万9千
円で、福祉団体・ボランティ
ア団体等49団体へ助成しま
した。

歳末たすけあい配分金事業
　296万2千円の配分を受
け、年末に福祉活動を重点的
に展開したボランティア団体
等へ助成しました。

　「ささえあい・たすけあい
の福祉のまちづくり」を目指
すため、福祉委員連絡会等の
開催やふれあい福祉講座を開
催しました。

　移送サービスや給食サービ
ス等、各種サービスの向上に
努め、実施しました。

　市民の皆さんが安心して
暮らせるよう地域福祉の維
持・向上を目指して、
社協の事業運営を行
いました。

　質の高い介護サービスの提
供を行いました。
○居宅介護支援事業
○訪問介護事業
○訪問入浴事業
○通所介護事業
○共同生活介護事業(ささゆ
り苑）　等

公益事業特別会計 120,377千円収益事業特別会計 5,314千円

公園管理事業

シルバー人材センター

総合福祉センター

高齢者統合在宅支援事業

決算額 46千円

決算額 96,130千円

決算額 24,201千円

決算額 5,314千円

　成羽にある白谷遊園
地、木口小平園の運営
管理を行いました。

　高齢者の豊かな知
識・経験・技術を活か
した就業機会の提供及
び生きがいと社会参加
の促進に努めました。

　高梁及び成羽総合福
祉センターを市民皆さ
んに活用してもらうよ
うに、貸館業務の実施
及び施設管理を行いま
した。

　川上町にあるほのぼ
の荘の施設の維持管理
と施設入所者が安心し
て生活できる場を提供
しました。
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※ 21年度は 8,060 千円の賛助会員会費をいただきました。また活用した額 8,172 千円との差異については、
前年度からの繰越を充てています。

賛助会費
活用した額 8,172千円

平成21年度に皆さんから
いただいた浄財は、次のと
おり大切に使わせていただ
きました。

★ふれあい福祉講座の開催
　H22.2/25(木)　565人参加

★ボランティア協力校への助成

★ふれあいサロン活動
　助成金交付団体…71団体

　地域住民の福祉に対する理解と参
加を促進し、ささえあい・たすけあ
いの福祉のまちづくりを目指して、
ふれあい福祉講座を開催しました。

　市内の小、中、高校をボランティ
ア活動普及事業協力校に指定し、体
験学習やボランティアの実践活動に
対し、助成を行いました。

　すべての地域住民を対象にふれあ
いを通じて、孤立の予防・生きがい
づくり・健康の保持・介護予防・子
育て支援等を行う団体に活動費の助
成を行いました。

☆福祉委員体験発表
☆ふれあいサロン事業　事例発表等

☆H21 年度指定校（中井、福地、有漢西、
有漢東、川上、湯野、西山小）

福祉委員の活動の周知と充実を図りました

市内でボランティアを展開している３団
体に助成しました

その他に
★福祉委員講習会の開催
★福祉委員連絡会の開催等

その他に
★ボランティア団体に活動費の助成

その他に
★移送サービス

ふれあいのまちづくり事業

ボランティアセンター活動事業

地域福祉活動事業

ふれあい相談事業 695千円

災害福祉事業 155千円

老人福祉事業 1,234千円

障害児・母子・児童福祉事業 150千円

　高齢者等の日常生活における心配ごと等に
ついて相談に応じ、適切な助言及び支援を行
いました。

火災見舞（４件）、死亡弔慰金（１件）、復旧費助成（１
件）

　満88歳の高齢者に記念品として肖像
写真を撮影し、敬老の日を中心に福祉委
員の協力を得て贈呈を行いました。

障害者スポーツ大会等の運営費に係る助成をしまし
た。

★福祉総合相談等の開催
　（延82回開催、相談件数45件）

★火災等、被災された方への見舞金等の支援

★米寿祝い品等贈呈など
　（贈呈者175件）

★障害者団体等活動への支援

1,285千円

469千円

4,184千円
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＜一般会計及び特別会計の財産目録＞
平成 22年 3月 31日（単位：円）

資産の部
科　　　目 金　　　額

１．流動資産 182,224,696
①現　金 250,000
②預　金 95,478,760
③未収金 85,849,262
④前払金 0
⑤仮払金 646,674

２．固定資産 623,382,443
①基本財産 261,417,032
②その他固定資産 361,965,411
資　産　合　計 805,607,139

負債の部
科　　　目 金　　　額

１．流動負債 33,924,697	
①未払金 31,774,626	
②預り金 1,654,517	
③前受金 477,500	
④仮受金 18,054	

２．固定負債 13,690,000	
①長期設備資金借入金 13,690,000	
負　債　合　計 47,614,697	
差 引 純 資 産 757,992,442

★健康福祉のつどい

★13地区社協への活動交付金支給

★広報「ふれあい福祉」
の発行

★ボランティア研修会

　まつりの部では、ゲートボール、グラウンドゴルフ、
囲碁、将棋が行われました。
　また、川上総合学習センターにおいて大会の部が
開催され、社協会長表彰授与式が行われました。

　前年度寄附金の２分の１を各地区社会福祉協議会
へ交付し、地域の福祉活動を行いました。

　市民の皆さんの福祉に対
する積極的な活動を取材し
て、年6回広報紙を発行し
ました。

　その他、ボランティアの協力による料理教室、ま
た講習会の実施や介護用ベッド等を購入しました。

　ボランティア相互の親睦
と日々のボランティア活動
を振り返り、新たなネット
ワークを構築するために開
催されました。

その他に、★小地域ネットワークづくり活動支援など

その他に、★福祉団体への活動助成

その他に、
★夏のボランティア体験

その他に、
★地域社会福祉功労表彰

ふ
れ
あ
い
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業

地
域
福
祉
活
動
事
業

有
漢
町
で
と
ん
ど
焼
き

企画広報事業

ボランティアセンター活動事業

その他事業 1,241千円

1,950千円

7,713千円

2,295千円

632千円

寄附金
活用した額 13,831千円
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六
月
二
日
、
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
平
川
小
学
校
児
童
十
一
人
が

訪
れ
、
利
用
者
二
十
一
人
と
交
流
し
ま

し
た
。

は
じ
め
に
児
童
達
に
よ
る
合
唱
と
合

奏
の
披
露
が
あ
り
、
そ
の
後
、
利
用
者

と
一
緒
に
か
る
た
取
り
と
手
遊
び
で
交

流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
も
ら

お
う
と
児
童
達
が
利
用
者
の
肩
た
た
き

を
行
い
ま
し
た
。

利
用
者
は
「
地
域
の
子
供
た
ち
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
達
は
交
流
後
、
施
設
内
の
窓
拭

き
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
、
施
設
内

全
体
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

五
月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
弥
高

西
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
弥
高
山
つ
ど
い
の
広

場
等
の
四
会
場
で
、
第
十
五
回
川
上
地

域
老
人
ク
ラ
ブ
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
四
種
目
に
総
勢

二
百
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
健

康
づ
く
り
と
ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的

に
、
年
二
回
春
季
と
秋
季
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

期
間
中
は
曇
天
が
続
き
、
気
温
が
上

が
ら
ず
肌
寒
い
日
ば
か
り
で
し
た
が
、

参
加
者
た
ち
は
寒
さ
を
も
吹
き
飛
ば
す

白
熱
し
た
プ
レ
ー
の
連
続
で
、
今
大
会

も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

六
月
三
日
、
有
漢
西
小
学
校
の
三
、

四
年
生
二
十
五
人
は
、
福
祉
学
習
の
一

環
と
し
て
車
椅
子
の
操
作
方
法
と
高
齢

者
疑
似
体
験
を
授
業
の
中
で
学
び
ま
し

た
。
今
回
は
、

①
高
齢
者
の
体
と
気
持
ち
の
状
態

②
見
守
る
人
の
介
助
の
大
切
さ

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
生
活
面
の
工
夫

の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
の
三
点
を

授
業
目
標
と
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

児
童
は
「
腰
が
曲
が
っ
た
状
態
で
階

段
を
上
っ
た
り
、
下
り
た
り
す
る
の
は

と
て
も
怖
か
っ
た
」
や
「
こ
ん
な
に
体

が
不
安
定
に
な
っ
た
ら
大
変
だ
ろ
う

な
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
達
は
、
こ
の
学
習
で
感
じ
た
こ

と
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
、
福
祉
体
験

教
室
を
開
催
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
へ

贈
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
七
日
、
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
巨
瀬
幼
稚
園
の
園
児

十
五
人
が
訪
れ
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
十
三
人
と
交
流
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
園
児
の
自
己
紹
介
が
あ

り
、
そ
の
後
、『
め
だ
か
の
学
校
』
等

の
歌
を
歌
い
、
利
用
者
と
一
緒
に
紙
ひ

こ
う
き
や
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
た
り
、
園

児
手
作
り
の
紙
相
撲
な
ど
で
一
緒
に
遊

び
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。利

用
者
は
「
こ
ん
な
小
さ
な
お
子
さ

ん
た
ち
が
し
っ
か
り
歌
を
覚
え
て
、
私

た
ち
の
た
め
に
一
生
懸
命
歌
っ
て
く
れ

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
利
用
者
は
こ
の
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

地域福祉活動報告

備

中

川

上

有

漢

高

梁

平川小学校児童と交流

いきいきスポーツ大会の開催

福祉体験教室の開催

巨瀬幼稚園園児と交流

高齢者疑似体験用具を装着して歩行しました

園児手作りの紙相撲で遊びました

有漢西小学校

巨瀬デイサービスセンター

備中デイサービスセンター

川上地域老人クラブ
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五
月
二
十
七
日
、
成
羽
町
成
美
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
成
羽
地
域
栄
養
改
善

協
議
会
成
羽
支
部
会
員
十
六
人
が
、
お

弁
当
を
手
作
り
し
、
配
食
を
実
施
し
ま

し
た
。
同
支
部
で
は
、
概
ね
七
十
五
歳

以
上
の
独
居
世
帯
の
方
及
び
八
十
歳
以

上
の
老
人
世
帯
六
十
二
人
を
対
象
に
、

民
生
委
員

児
童
委
員

の
協
力
を

得
て
、
年

六
回
配
食

を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス

は
、
高
齢

者
の
方
の

健
康
維
持
を
考
え
、
実
施
し
て
お
り
、

同
支
部
代
表
者
の
吉
岡
順よ

り

子こ

さ
ん
は

「
栄
養
価
が
低
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

食
材
の
種
類
や
調
理
方
法
に
気
を
つ

け
、
季
節
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
見
守
り
を
兼
ね
て

配
食
し
て
い
る
民
生
委
員
児
童
委
員
は

「
元
気
な
顔
が
見
え
て
安
心
し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
か
ら
、「
多
く
の
種
類
の

お
か
ず
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
大
変
あ
り
が
た
く
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
言
葉
を
い
た
だ
く
と
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
、
今
後
も
み
ん
な

で
協
力
し
合
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

5 月 10 日、高梁総合文化会館において、役員 36 人
が出席し、平成 22 年度の総会を開催しました。
開会にあたり高梁市遺族連合会の大月健一会長から

「戦後 65 年が経過し、我々遺族の思いを戦争を知らな
い世代に、どのように伝えていけるかが今後の課題で
ある。会員同士の絆を大切にし、頑張っていきましょ
う」と挨拶がありました。
その後、議事に移り、平成 21 年度事業報告及び収
支決算と平成 22 年度の事業計画及び予算が承認され
ました。

六
月
六
日
、
有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
十
二
人
は
、
有
漢
東
小
学
校
の
全

校
児
童
四
十
三
人
と
保
護
者
の
方
た
ち

と
一
緒
に
三
世
代
で
交
流
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
戸
田
義
武
会
長
か
ら
は

「
今
、お
店
に
行
け
ば
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー

ム
は
い
つ
で
も
手
に
入
る
が
、
昔
は
遊

ぶ
お
も
ち
ゃ
は
す
べ
て
自
分
達
で
作
っ

て
い
た
。
今
日
は
み
ん
な
と
一
緒
に
昔

の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
た
ち
は
竹
と
ん
ぼ
や

お
手
玉
等
の
作
り
方
を
児
童
や
保
護
者

の
方
た
ち
に
指
導
し
て
、
で
き
上
が
っ

た
お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
は
本
年
度
岡
山
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
委
託
を
受

け
、
見
守
り
活
動
や
世
代
間
交
流
促
進

を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
た
「
子
育

て
支
援
活
動
モ
デ
ル
事
業
」
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

六
月
三
日
、
落
合
ひ
ま
わ
り
の
会
は
、

本
村
公
会
堂
で
高
齢
者
栄
養
改
善
料
理

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
落
合
ひ
ま

わ
り
の
会
の
サ
ロ
ン
活
動
で
の
開
催
は

初
め
て
で
、「
身
体
的
不
安
な
ど
を
気

に
せ
ず
参
加
者
全
員
が
楽
し
く
で
き
る

料
理
作
り
」
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
落
合
町
福
地
で
活
動

を
し
て
い
る
す
み
れ
サ
ロ
ン
か
ら
依
頼

を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の

日
は
、
落
合
ひ
ま
わ
り
の
会
の
会
員
四

人
と
す
み
れ
サ
ロ
ン
の
会
員
七
人
、
ま

た
福
祉
委
員
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
初
対
面

に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
昔
話
に
花
が

咲
き
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
一

緒
に
料
理
を
作
り
た
い
」
と
会
食
を
し

な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

落
合
ひ
ま
わ
り
の
会
で
は
、
年
三
回

落
合
地
区
内
を
中
心
に
料
理
講
習
会
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
他
に
も
落
合
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
お
手
伝
い
や
深
山

花
壇
の
花
の

植
え
替
え
等
、

落
合
地
域
を

拠
点
に
思
い

や
り
・
助
け

合
い
の
精
神

の
も
と
、
地

域
社
会
に
貢

献
す
る
様
々

な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。	

地域福祉活動報告

成 

羽

有

漢

高

梁

配食サービスの実施

昔あそびで三世代交流 栄養改善料理講習会の開催

平成22年度総会を開催

一緒に昔あそびのおもちゃをつくりました

落合ひまわりの会

成羽地域栄養改善協議会成羽支部

高梁市遺族連合会

有漢地域老人クラブ
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種　別 担　当
相談員 区分 ８月 ９月

福
祉
総
合
相
談

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
相
談

常
任
相
談
員

高梁本所
9日，23日（月）
4日，11日，18日，25日（水）
　高梁総合福祉センター

13日，27日（月）
1日，8日，15日，22日，29日（水）
　高梁総合福祉センター

有漢支所
成羽支所
川上支所
備中支所

心
配
ご
と
相
談

心
配
ご
と
相
談
員

高梁本所
6日，20日（金）
12日，26日（木）
　高梁総合福祉センター

3日，17日（金）
9日（木）
　高梁総合福祉センター

有漢支所 18日（水）　有漢ふれあいセンター 15日（水）　有漢保健センター
成羽支所 27日（金）　吹屋公民館 24日（金）　成羽総合福祉センター
川上支所 21日（火）　川上保健センター
備中支所 18日（水）　備中高齢者生活福祉センター

身
体
障
害
者

相
談

身
体
障
害
者

相
談
員

高梁本所 5日（木）　高梁総合福祉センター 2日（木）　高梁総合福祉センター
有漢支所
成羽支所
川上支所
備中支所

☆相談予約・問い合わせ 高梁本所	☎ 22-7243	 有漢支所	☎ 57-3218	 成羽支所	☎ 42-2005
	 川上支所	☎ 48-9770	 備中支所	☎ 45-3131	
☆相談時間　10：00 〜 15：00　※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

ふれあい相談と援助平成22年度　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
梁
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。（
写
真
左
）

　

今
後

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

を
は
じ

め
て
み

た
い
と

思
っ
て
い
る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

心
が
あ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
及
び
各
支
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
付
で
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）
内
は
旧
任

　
【
新
任
】
事
務
局
長
＝
小
見
山
寛

　
【
退
職
】
森
完
治
（
事
務
局
長
）

地
域
福
祉
課
　
☎
２
２
‐
７
２
４
３

有
漢
支
所
　
☎
５
７
‐
３
２
１
８

成
羽
支
所
　
☎
４
２
‐
２
０
０
５

川
上
支
所
　
☎
４
８
‐
９
７
７
０

備
中
支
所
　
☎
４
５
‐
３
１
３
１

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

　
　
　
で
き
ま
し
た
！

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

福祉施設の作品展示コーナー

利用者がアンデルセンで作りました。
※アンデルセン…新聞折込の広告を丸
めて筒状にしたもの

利用者が廃材（カップめん、おもちゃ
の容器）の上に折り紙を貼り付け、あ
じさいの花を作っています。かたつむ
りもかわいく出来ています。

風鈴にビーズとスパンコールで装飾し
ました。
※スパンコール…ぴかぴか光る薄い金
属またはプラスチックの小片のこと

折り紙を貼って作りました。季
節を感じるとてもすてきな作品
です。

川上デイサービスセンター
川上いきいき交流館

うちわ

備中デイサービスセンター

レターラック

巨瀬デイサービスセンター

あじさい

グループホームささゆり苑

風　鈴
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第 32号 ふれあい福祉
	

（
故
・
ヨ
シ
コ
様
）

金
一
封　

松
原
町	

吉
平
　
　
貢

	

（
故
・
隆
一
様
）

金
一
封　

松
原
町	

野
口
　
義
則

	

（
故
・
孝
雄
様
）

《
高
倉
地
区
》

金
一
封　

高
倉
町	

廣
兼
　
淑
雄

	

（
故
・
サ
キ
ヨ
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封　

落
合
町	

近
藤
　
昌
和

	

（
故
・
幸
代
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

兵
庫
県	

鈴
井
　
憲
二

	

（
故
・
コ
ト
江
様
）

金
一
封　

有　

漢	

國
田
　
良
雄

	

（
故
・
藤
子
様
）

金
一
封　

有　

漢	

阿
部
　
　
進

	

（
故
・
保
雄
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封　

布　

寄	

野
田
　
弘
雅

	

（
故
・
豊
市
様
）

金
一
封　

相　

坂	

那
須
　
英
雄

	

（
故
・
佐
和
子
様
）

金
一
封　

下　

原	

高
見
　
　
茂

	

（
故
・
富
子
様
）

金
一
封　

長　

地	

田
村
　
忠
雄

	

（
故
・
正
子
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

松
森
　
睦
美

	

（
故
・
保
五
郎
様
）

五
万
円　

巨
瀬
町	

子
原
　
繁
男

	

（
故
・
民
様
）

十
万
円　

巨
瀬
町	

上
森
　
泰
志

	

（
故
・
昭
男
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封　

中
井
町	

大
木
　
　
昇

	

（
故
・
茂
熈
様
）

金
一
封　

中
井
町	

西
　
　
始
士

	

（
故
・
文
夫
様
）

金
一
封　

中
井
町	

尾
﨑
　
久
志

	

（
故
・
彦
一
様
）

金
一
封　

中
井
町	

山
本
　
　
均

	

（
故
・
岩
夫
様
）

金
一
封　

中
井
町	

丸
山
　
和
夫

	

（
故
・
君
代
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封　

宇
治
町	

森
崎
　
信
悟

	

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

笹
治
　
正
晴

	

（
故
・
肇
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

赤
松
　
晃
世

	

（
故
・
明
延
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

長
原
　
淳
吏

	

（
故
・
寛
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封　

松
原
町	

平
田
八
十
男

	

（
故
・
茂
様
）

金
一
封　

横　

町	

須
山
　
幸
枝

	

（
故
・
修
良
様
）

金
一
封　

落
合
町	

森
下
　
和
子

	

（
故
・
尾
崎	

二
三
子
様
）

金
一
封　

津
川
町	

石
井
　
武
子

	

（
故
・
美
佐
江
様
）

金
一
封　

松
原
町	

野
口
　
義
則

	

（
故
・
孝
雄
様
）

金
一
封　

松
原
通	

大
杉
　
　
紘

	

（
故
・
田
鶴
様
）

金
一
封　
原
田
北
町	

中
山
　
説
夫

	

（
故
・
寿
賀
子
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

長
原
　
淳
吏

	

（
故
・
寛
様
）

金
一
封　

川
面
町	

青
木
　
孝
之

	

（
故
・
英
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封　

津
川
町	

仁
子
　
　
寛

	

（
故
・
千
代
野
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封　

川
面
町	

藤
沢
　
政
裕

	
（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封　

川
面
町	
青
木
　
孝
之

	

（
故
・
英
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

横
内
　
　
薫

	

（
故
・
美
佐
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　

御
前
町	

野
嶋
千
惠
子

	

（
故
・
淳
一
様
）

金
一
封　

松
原
通	

丸
山
　
忠
志

	

（
故
・
英
男
様
）

金
一
封　

中
井
町	

大
木
　
　
昇

	

（
故
・
茂
熈
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

渡
邊
　
一
二

	

（
故
・
立
子
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

松
森
　
睦
美

	

（
故
・
保
五
郎
様
）

金
一
封　

川
面
町	

藤
沢
　
政
裕

	

（
故
・
義
夫
様
）

金
一
封　

川
面
町	

竹
井
　
順
一

	
（
故
・
一
恵
様
）

金
一
封　

新　

町	
秋
森
　
幸
子

	

（
故
・
恒
夫
様
）

金
一
封　

津
川
町	

仁
子
　
　
寛

	

（
故
・
千
代
野
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

藤
村
　
進
子

	

（
故
・
元
治
様
）

金
一
封　

玉
川
町	

中
川
　
君
枝

	

（
故
・
任
司
様
）

金
一
封　

松
原
町	

平
田
八
十
男

	

（
故
・
ヨ
シ
コ
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

廣
兼
　
淑
雄

	

（
故
・
サ
キ
ヨ
様
）

金
一
封　

鍛
冶
町	

坂
手
　
正
樹

	

（
故
・
忠
一
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

平
　
　
一
義

ありがとうございました。
　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成22年 5月と 6月にいただいたご寄付についてお知らせし
ます。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 22年5月〜6月
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金
一
封　

落
合
町	

森
　
　
完
治

	

（
退
職
に
伴
い
）

一
六
，九
八
九
円　

中
原
町

高
梁
市
働
く
婦
人
の
家
グ
ル
ー
プ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

	（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
売
上
収
益
金
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封　

宇
治
町	

入
江
　
昭
吉

	

尊
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

上
有
漢	

加
藤
　
孝
之

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
有
漢	

水
川
　
正
和

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

河
原
　
澄
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
有
漢	

谷
田
　
菊
枝

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

植
森
　
房
子

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
有
漢	

山
根
　
都
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	
藤
森
　
武
士

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

地　

頭	

塚
下
イ
チ
ヱ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

藤
本
　
眞
介

	

（
故
・
義
男
様
）

金
一
封　

地　

頭	

村
上
　
愼
治

	

（
故
・
ア
ヤ
子
様
）

金
一
封　

井
原
市	

赤
木
　
信
斎

	

（
故
・
睦
子
様
）

金
一
封　

領　

家	

樋
口
　
三
城

	

（
故
・
成
徳
様
）

金
一
封　

下
大
竹	

笠
原
　
裕
助

	

（
故
・
春
枝
様
）

金
一
封　

領　

家	

村
上
　
薫
治

	

（
故
・
五
子
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

東
油
野	

川
上
　
一
夫

	
（
故
・
文
子
様
）

金
一
封　

平　

川	
井
上
　
明
彦

	

（
故
・
保
夫
様
）

金
一
封　

東
油
野	

西
川
　
　
晃

	

（
故
・
勝
治
様
）

二
万
円　

東
油
野	

二
階
堂
博
司

	

（
故
・
綾
子
様
）

金
一
封　

西　

山	

大
平
　
芳
夫

	

（
故
・
時
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　
奥
万
田
町	

樋
口
　
義
博

	

（
お
礼
と
し
て
）

金
一
封　

川
面
町	

小
林
　
綾
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

成　

羽	

木
口
　
順
介

	

（
故
・
延
子
様
）

金
一
封　

愛
知
県	

三
浦
　
　
茂

	

（
故
・
多
津
子
様
）

金
一
封　

成　

羽	

宮
本
　
　
亮

	
（
故
・
冨
美
子
様
）

金
一
封　

笠
岡
市	
細
川
　
　
始

	

（
故
・
豊
子
様
）	

金
一
封　

上
日
名	

川
上
　
忠
保

	

（
故
・
泰
恵
様
）

金
一
封　

上
日
名	

渡
辺
千
代
子

	

（
故
・
粂
三
郎
様
）

金
一
封　

坂　

本	

児
島
　
若
子

	

（
故
・
邦
嘉
様
）

金
一
封　

成　

羽	

田
村
　
尚
久

	

（
故
・
善
末
様
）

金
一
封　

成　

羽	

竹
平
　
武
乃

	

（
故
・
嘉
夫
様
）

金
一
封　

佐
々
木	

中
川
　
洋
志

	

（
故
・
ツ
ル
ヨ
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

七　

地	

川
上
　
和
正

	

（
故
・
史
依
様
）

金
一
封　

高　

山	

西
川
　
俊
三

	

（
故
・
照
興
様
）

金
一
封　

地　

頭	

田
口
　
和
宏

	

（
故
・
果
歩
様
）

金
一
封　

高　

山	

赤
木
　
正
男

	

（
故
・
猪
久
代
様
）

金
一
封　

地　

頭	

古
米
　
裕
治

	

（
叙
勲
受
賞
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

地　

頭	

森
下
　
　
薫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

臘　

数	

大
塚
　
勉
旦

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

大　

原	

橋
本
　
忠
之

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

日
向
　
　
豊

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

布　

賀	

加
藤
美
津
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

平　

川	

瀬
戸
川
惠
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

平　

川	

西
田
　
繁
代

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

西　

山	

田
村
　
謙
二

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

賀	

松
岡
　
三
郎

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

賀	

瀬
戸
川
武
明

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

東
油
野	

田
中
　
五
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

東
油
野	

中
笹
美
津
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

賀	

三
浦
智
惠
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

今
年
の
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
は
も

う
少
し
先
の
よ
う
で
す
が
、
梅
雨
空

の
下
、
色
彩
豊
か
に
咲
き
ほ
こ
る
紫

陽
花
が
、
私
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
も
早
や
三
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、
本
市
社
会

福
祉
協
議
会
が
発
行
し
て
い
る
広
報

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
」
で
は
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
地
域
福
祉
活
動
を
取
材
し

て
、
皆
さ
ん
の
「
笑
顔
」
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
高
梁
全

域
の
笑
顔
を
お
知
ら
せ
で
き
て
い
な

い
の
が
実
情
で
す
。

「
地
域
に
出
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

色
ん
な
方
に
お
会
い
し
実
際
に
見
聞

き
し
た
り
体
験
し
た
り
す
る
と
い
っ

た
『
肌
で
感
じ
る
』
こ
と
が
で
き
ま

す
。我

々
は
社
会
福
祉
事
業
の
プ
ロ
で

あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
プ
ロ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、『
肌
で
感
じ
る
』
こ
と

の
大
切
さ
を
常
に
念
頭
に
置
き
、「
小

さ
な
福
祉
」も
見
過
ご
す
こ
と
な
く
、

高
梁
で
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
本
市
社
会
福
祉
協

議
会
は
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
標
に

運
営
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
福
祉
活
動
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
団

体
等
の
「
福
祉
力
」
の
向
上
を
少
し

で
も
お
手
伝
い
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
「
福

祉
力
」
が
高

梁
の
「
笑
顔

力
」
に
繋
が

る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

編
集
後
記


